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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　障子と窓枠とを備え、障子は、上下框の室内側に係止部を有し、窓枠は、上下枠の室内
外方向の中間部に被係止部を有し、被係止部に障子の係止部を係止して障子を窓枠の室外
側内周部に取り付けてあるとともに、窓枠の室内側内周部に内周側に開口する凹溝が形成
されており、窓枠の内周側面には凹溝を塞ぎ、係止部と被係止部との係止部分を隠蔽する
カバー材が取り付けてあることを特徴とする嵌め殺し窓。
【請求項２】
　上枠の被係止部は、窓枠を躯体に取り付ける躯体取付片に設けてあることを特徴とする
請求項１記載の嵌め殺し窓。
【請求項３】
　上下框の室内側見込み面の露出部をグレイジングチャンネルでカバーすることにより露
出を小さくしていることを特徴とする請求項１又は２記載の嵌め殺し窓。
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、躯体開口部などに設けてある嵌め殺し窓に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　嵌め殺し窓は、障子を躯体の窓枠に取り付けるときに、障子と窓枠の複数箇所をネジ止
めする手間があった。そこで、特開２００４－０５２３１３号公報のように、障子と窓枠
に互いが係止する係止部と被係止部を設けることで、障子を窓枠に簡単に取り付けるでき
るものがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
　　　特開２００４－０５２３１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、特開２００４－０５２３１３号公報に開示されるものでは、障子を窓枠に取
り付けたとき、取付ネジや係止部材が露出して室内側から見えてしまうことから意匠性を
損なう問題点があった。本発明は、意匠性がよくて障子を窓枠に簡単に取り付けられる嵌
め殺し窓を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のうち請求項１記載の発明は、障子と窓枠とを備え、障子は、上下框の室内側に
係止部を有し、窓枠は、上下枠の室内外方向の中間部に被係止部を有し、被係止部に障子
の係止部を係止して障子を窓枠の室外側内周部に取り付けてあるとともに、窓枠の室内側
内周部に内周側に開口する凹溝が形成されており、窓枠の内周側面には凹溝を塞ぎ、係止
部と被係止部との係止部分を隠蔽するカバー材が取り付けてあることを特徴とする。
　
【０００６】
　本発明の請求項２記載の発明では、上枠の被係止部は、窓枠を躯体に取り付ける躯体取
付片に設けてあることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の請求項３記載の発明では、上下框の室内側見込み面の露出部をグレイジングチ
ャンネルでカバーすることにより露出を小さくしていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のうち請求項１記載の発明によれば、障子と窓枠の係止箇所が上下枠の内周側面
に取り付けてあるカバー材で隠蔽されることで、障子と窓枠の係止箇所が室内から見えな
くなって意匠性が向上する。
【０００９】
　本発明のうち請求項２記載の発明によれば、上枠の被係止部が躯体取付片に設けてある
ことで、被係止部に風圧などの荷重が発生しても、被係止部とともに躯体取付片で荷重を
受けて障子が躯体に強固に固定されることにより、躯体に確実に応力を伝達して被係止部
の変形を防止できる。
【００１０】
　本発明のうち請求項３記載の発明によれば、グレイジングチャンネルで上下框の室内側
見込み面の露出部をカバーすることにより、上下框の露出を小さくして断熱効果が高まる
と共に意匠性の向上も図れるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）】（ａ）は、本実施による嵌め殺し窓の縦断面図であり
、（ｂ）は、上框の係止部と上枠の被係止部の係止状態を拡大して示す縦断面図であり、
（ｃ）は、下框の係止部と下枠の被係止部の係止状態を拡大して示す縦断面図であり、（
ｄ）は、本実施による嵌め殺し窓の横断面図である。
【図２（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）】（ａ）は、障子と竪枠との取り付け状態を示す一部を
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拡大した横断面図であり、（ｂ）は、竪枠用取付金具と受け金具の平面図、正面図および
側面図であり、（ｃ）は、竪枠用取付金具と受け金具を拡大した斜視図である。
【図３（ａ）（ｂ）】（ａ）は、障子を窓枠に取り付けるときの手順を示す縦断面図であ
り、（ｂ）は、横断面図である。
【図４】上枠と障子の上端部を拡大してグレイジングチャンネルを示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、図面に基づいて本実施による嵌め殺し窓の実施の形態を説明する。
本実施による嵌め殺し窓は、図１（ａ）（ｄ）のように、躯体９の開口部に取付ける窓枠
１と、窓枠１の室外側部に固定する障子２とからなっている。障子２は、上框２ａと下框
２ｂと左右の竪框２ｃで矩形に框組みしてあり、上下框２ａ，２ｂおよび竪框２ｃには、
グレイジングチャンネル１２を四周に取付けたガラスパネル１０が装着してある。窓枠１
は、上枠１ａと下枠１ｂと左右の竪枠１ｃで矩形に枠組みしてある。上枠１ａは、室内側
上端部から上方に略垂直に延びる躯体取付片１３ａを有しており、躯体取付片１３ａは、
躯体９の室外側面に略垂直に沿わせて躯体９にネジ止めするものであり、躯体取付片１３
ａの下端部の室外側には被係止部４ａが設けてある。被係止部４ａは、図１（ｂ）のよう
に、上枠１ａの躯体取付片１３ａの下端から屈曲して室外方向に延出しており、また、被
係止部４ａの室外側端部には起立片３２を有している。また、下枠１ｂの下端部において
も下方に向けて略垂直に延びる躯体取付片１３ｂが設けてあり、躯体９の室外側面に略垂
直に沿わせて躯体９にネジ止めする。また、下枠１ｂの被係止部４ｂは、図１（ｃ）のよ
うに、下枠１ｂの室外側端面から室外方向に向けて略水平に延出した延出片３３の室外側
端部から起立するものである。これに対し、障子２の係止部３ａ，３ｂのうち、まず、上
框２ａの係止部３ａは、上框１ａの室内側見付け面３９から室内方向に延出したヒレ状を
なしており、上枠１ａの被係止部４ａの上側に重ねて載置すると共に、係止部３ａと被係
止部４ａを各々に設けてあるネジ孔３６，３８に挿通してネジ１７でネジ止めしてある。
また、係止部３ａの室外側には下向きの溝部３５を有しており、障子２を窓枠１に取付け
るときに、溝部３５に上枠１ａの起立片３２を呑み込ませることで障子２を窓枠１に仮置
きでき、これにより、障子２を支えながら係止部３ａと被係止部４ａをネジ１７でネジ止
めしなくてもよく、障子２を窓枠１に作業負担が軽減されて簡単に取り付けできるように
なっている。次に、下框２ｂの係止部３ｂは、下框２ｂの室内側見付け面４０から室内方
向に延びる延出片３７の室内側端から下向きに屈曲して垂下するものである。また、下枠
１ｂの被係止部４ｂは、窓枠１に障子２を取付けたときに障子２の荷重を受けておらず、
下枠１ｂの被係止部４ｂと室内外方向にのみ係止するものである。また、本実施の係止部
３ａ，３ｂと被係止部４ａ，４ｂは、上下枠１ａ，１ｂもしくは上下框２ａ，２ｂの押出
し方向に連続するものであるから、係止部３ａ，３ｂと被係止部４ａ，４ｂが上下框２ａ
，２ｂの略全長にわたって長く係止することで、障子２に風圧を受けたときに係止部３ａ
，３ｂと被係止部４ａ，４ｂがねじれることなく変形しにくい強固な構造となる。また、
窓枠１の上下枠１ａ，１ｂと左右の竪枠１ｃの内周側面８にはカバー材５が取り付けてあ
る。カバー材５は、窓枠１の内周側面８に沿う板状をなしており、板状の一面側（露出側
）は略フラットに形成してあると共に、他面側（窓枠との取付側）には鉤状をなす係合部
２２を有し、上下枠１ａ，１ｂと左右の竪枠１ｃの内周側面８に設けてある被係合部２３
に係合する。上記のカバー材５を上下枠１ａ，１ｂおよび左右の竪枠１ｃの内周側面８に
取り付けたときに、障子２の係止部３ａ，３ｂと上下枠１ａ，１ｂの被係止部４ａ，４ｂ
、さらには後述する竪枠用取付金具６と受け金具７が隠蔽される。尚、上枠１ａの被係止
部４ａは、室外方向に向けて下り勾配で傾斜しており、これにより、被係止部４ａに設け
てあるネジ孔３８が室内側から見えやすくなってネジ１７でネジ止めし易くなっている。
また、符号２５は、気密片であり、カバー材５の室外側先端に取り付けることで、障子２
を窓枠１に固定したときに押圧変形して障子２と窓枠１の隙間をシールする。
 
【００１３】
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　障子２の左右の竪框２ｃと左右の竪枠１ｃとの固定については、図２（ａ）のように、
障子２の左右の竪框２ｃの外周側見込み面に竪枠用取付金具６が設けてあると共に、窓枠
１の竪枠１ｃの内周側面８には上記竪枠用取付金具６の受け金具７が設けてある。竪枠用
取付金具６は、図２（ｂ）のように、室内側に向けて突出する横向き略Ｔ字型をなす取付
片６ａを有しており、また、受け金具７には、図２（ｃ）のように上下に長い長孔７ａが
設けてあり、竪枠用取付金具６の取付片６ａを受け金具７の長孔７ａに挿通して載置する
ことで、図２（ｄ）のように、取付片６ａのＴ字の張出し部分が長孔７ａの外周部に係止
して抜け出し不能となって竪枠用取付金具６と受け金具７が取り付けられる。尚、符号２
４は、窓枠１に障子２を固定したとき、窓枠１と障子２の境界に挟まることで、水密性や
気密性を保持するタイト材である。
【００１４】
　次に、本実施による嵌め殺し窓を組み立てるときの手順を図１（ｂ）（ｃ）と図３（ａ
）（ｂ）を参照して説明する。
　まず、上下枠１ａ，１ｂと左右の竪枠１ｃの内周側面８にカバー材５を取り付ける。次
に、障子２を窓枠１の室外側から窓枠１の内周側に嵌め込んでいく。このとき、障子２の
上框２ａを窓枠１の上枠１ａに近づけていき、上框２ａの溝部３５に上枠１ａの起立片３
２を呑み込ませると共に、係止部３ａを被係止部４ａの上側に重ねて載置する。これと同
時に、下框２ｂの係止部３ｂと下枠１ｂの被係止部４ｂとを係止すると共に、竪框２ｃの
竪枠用取付金具６の取付片６ａを竪枠１ｃの受け金具７の長孔７ａに挿通し、障子２を窓
枠１に仮置きする。次に、室内側からカバー材５のネジ通し孔を通し、上枠１ａの被係止
部４ａと上框２ａの係止部３ａを各々のネジ孔３６，３８にネジ１７を挿通してネジ止め
していき、窓枠１と障子２を固定し、最後にカバー材５のネジ通し孔にキャップ２１を嵌
合してネジ１７を隠蔽する。以上の手順を経ることにより、カバー材５によって係止部３
ａ，３ｂ、被係止部４ａ，４ｂおよび竪枠用取付金具６、受け金具７を隠蔽する。
　尚、カバー材５は、窓枠１に障子２を固定した後に取付けてもよい。また、カバー材５
は、かならずしも竪枠１ｃの内周側面８に取り付けなくてもよい。上下枠１ａ，１ｂに障
子２を固定した後にカバー材５を取付けるときは、カバー材５にネジ通し孔を設けなくて
もよいのでキャップ２１は不要となる。
【００１５】
　本実施によるグレイジングチャンネル１２は、図４のように、障子２のガラスパネル１
０の四周に嵌合しており、上下框２ａ，２ｂおよび左右の竪框２ｃの内周側に取り付けら
れる。具体的にグレイジングチャンネル１２は、室外側壁部１２ａと室内側壁部１２ｂと
溝底壁部１２ｃとから三方を囲む略コ字形をなし、室外側壁部１２ａの室外側面と室内側
壁部１２ｂの室内側面に上框２ａ、下框２ｂまたは竪框２ｃと嵌合する嵌合溝１９が設け
てある。嵌合溝１９は、上下框２ａ，２ｂまたは竪框２ｃを呑み込むことで、グレイジン
グチャンネル１２のリップ部２７がカバーして上框２ａ、下框２ｂまたは竪框２ｃの室内
側見込み面２６の露出部を小さくしており、これにより、躯体９の断熱性や意匠性の向上
が見込まれる。
【００１６】
　本発明の嵌め殺し窓は、カバー材５を窓枠１の上下枠１ａ，１ｂおよび左右の竪枠１ｃ
の内周側面８に取り付けたとき、係止部３ａ，３ｂと被係止部４ａ，４ｂを隠蔽できる大
きさや形状であれば上記実施形態のものに限定されない。また、上枠１ａの被係止部４ａ
は、上記実施形態のように、躯体取付片１３ａの下端から室外方向に延出するものでもよ
いし、躯体取付片１３ａの垂直方向の中間部に設けてあるものでもよく、このように被係
止部４ｂを躯体取付片１３ａに設けることで、躯体９で受ける窓枠１の荷重の作用線上に
被係止部４ｂが位置し、躯体に応力を確実に伝達できる構造となる。また、下枠１ｂの被
係止部４ｂと下框２ｂの係止部３ｂについては、障子２を窓枠１に対して内外方向に係止
して障子２が外れないものであればよく、単にネジ止めするものでもよい。また、上記実
施形態では障子２の荷重を上枠１ａのみで受けるものについて示したが、上枠１ａと下枠
１ｂの両方で障子２の荷重を受けるものもあり、このときに図１（ｃ）を参照すれば、下
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枠１ｂの被係止部４ｂの構成を延出片３３まで含むものとし、下枠１ｂの室外側見付け面
４０で囲まれる略コ字形をなす溝部に、下框２ｂの係止部３ｂを落とし込んで溝底で荷重
を受けるようなものであってもよい。また、竪枠用取付金具６および受け金具７は、窓枠
１や障子２が長尺なものでなければ反りの心配が少ないことから、かならずしも設けなく
てもよく、竪枠用取付金具６および受け金具７の形状についても障子２を窓枠１に簡単に
取り付けられるものであれば特に限定するものではない。
【符号の説明】
【００１７】
　　１　窓枠
　　１ａ　上枠
　　１ｂ　下枠
　　１ｃ　竪枠
　　２　障子
　　２ａ　上框
　　２ｂ　下框
　　２ｃ　竪框
　　３ａ，３ｂ　係止部
　　４ａ，４ｂ　被係止部
　　５　カバー材
　　８　内周側面
　　１２　グレイジングチャンネル
　　１３ａ　躯体取付片
　　２６　室内側見込み面
 

【図１（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）】 【図２（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）】
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